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5.2.  斜面崩壊危険度の想定結果 

各想定地震における地震時の危険度ランクの数量を表 5.2-1、図 5.2-1 に示す。 

また、各想定地震における地震時の危険度ランク分布図を図 5.2-2～図 5.2-15 に示す。 

想定結果から①鹿児島湾直下の地震の場合で危険度ランクＡが最も多く約 1,600 箇所、次

いで②種子島東方沖の地震で約 1,500 箇所と想定される。 

内閣府(2012)における⑦南海トラフの想定地震では、陸側ケースの場合で危険度ランクＡ

が最も多く約 800 箇所と想定される。 

 

表 5.2-1 急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区の地震時危険度ランク別数量表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2-1 斜面崩壊危険度ランク別数量 
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①鹿児島湾直下 1,262 1,647 6,743 376 701 5,679 1,638 2,348 12,422

②県西部直下【市来断層帯（市来区間）近辺】 866 1,222 7,564 533 805 5,418 1,399 2,027 12,982

③甑島列島東方沖【甑断層帯（甑区間）近辺】 76 272 9,304 37 134 6,585 113 406 15,889

④県北西部直下【出水断層帯近辺】 317 415 8,920 51 284 6,421 368 699 15,341

⑤熊本県南部【日奈久断層帯（八代海区間）近辺】 143 227 9,282 40 136 6,580 183 363 15,862

⑥県北部直下【人吉盆地南縁断層近辺】 0 24 9,628 1 60 6,695 1 84 16,323

⑦南海トラフ【基本ケース】 304 1,249 8,099 258 896 5,602 562 2,145 13,701

⑦南海トラフ【東側ケース】 56 685 8,911 57 524 6,175 113 1,209 15,086

⑦南海トラフ【西側ケース】 366 1,628 7,658 342 989 5,425 708 2,617 13,083

⑦南海トラフ【陸側ケース】 418 1,700 7,534 414 1,188 5,154 832 2,888 12,688

⑧種子島東方沖 981 2,586 6,085 494 1,501 4,761 1,475 4,087 10,846

⑨トカラ列島太平洋沖 41 160 9,451 11 49 6,696 52 209 16,147

⑩奄美群島太平洋沖(北部) 454 266 8,932 81 63 6,612 535 329 15,544

⑪奄美群島太平洋沖(南部) 195 329 9,128 13 43 6,700 208 372 15,828

想定地震
急傾斜地崩壊危険箇所 山腹崩壊危険地区 合計
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図 5.2-2 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

①鹿児島湾直下の地震 
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図 5.2-3 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

②県西部直下の地震 

  



2-89 

 

図 5.2-4 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

③甑島列島東方沖の地震 
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図 5.2-5 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

④県北西部直下の地震 
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図 5.2-6 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

⑤熊本県南部の地震 
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図 5.2-7 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

⑥県北部直下の地震 

  



2-93 

 

図 5.2-8 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

⑦南海トラフ【基本ケース】の巨大地震 
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図 5.2-9 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

⑦南海トラフ【東側ケース】の巨大地震 
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図 5.2-10 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

⑦南海トラフ【西側ケース】の巨大地震 
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図 5.2-11 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

⑦南海トラフ【陸側ケース】の巨大地震 
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図 5.2-12 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

⑧種子島東方沖の地震 
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図 5.2-13 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

⑨トカラ列島太平洋沖の地震 
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図 5.2-14 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

⑩奄美群島太平洋沖（北部）の地震 
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図 5.2-15 斜面崩壊危険度ランク（急傾斜地崩壊危険箇所・山腹崩壊危険地区） 

 

⑪奄美群島太平洋沖（南部）の地震 
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